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《 応 募 書 類 の 作 成 留 意 点 》 

● 作成基準日 2015 年 10 月期生：2015 年 10 月 1 日現在 

    2016 年 4 月期生：2016 年 4 月 1 日現在 
 
1 奨学生申込書 

 

 
別紙 ① 

枚） 

 
日本語・自筆で記入 

・『留学生担当部署』欄は、記入しないこと 

・【受付番号票】欄は大学名と氏名を記入すること 
 
2 履歴書 

 

 
別紙 ② 
 

 
日本語・自筆で記入 

「語学能力(日本語)」「国際交流・社会貢献活動の

経験」欄は、選考において重視される 
 

 
3  指導教員の推薦状 
  

 
別紙 ③ 

 
指導教員により厳封のこと 

応募時の指導教員により作成のこと 

日本語以外で記入の場合は、和訳添付のこと 
 

 
4  評価書 
 （博士課程後期学生のみ） 
 

 
別紙 ④ 
 

 
指導教員（推薦状記入者と同じ方）が記入、厳封

のこと 

日本語以外で記入の場合は、和訳添付のこと 

※博士課程（後期）に進学する者も提出すること 
 

 
5  エッセイ 

 

 

 
別紙 ⑤ 

 
600 字の所定用紙 A4 2 枚（コピー使用）に日本語

で作成すること 

自筆で記入すること（ワープロ不可） 
 
6  学業成績書（原本） 

※母国から取り寄せる場

合はコピー可。 

 
 
・別紙「学業成績書の提出について」(資料Ⅰ)に

従い準備すること 

・それぞれの成績書には、別紙②「履歴書-1」の

「学歴」欄に該当する番号(1～7)を左上に記入す

ること 

・母国の証明書は和訳か英訳を添付のこと 

※学部生 1、2 年（春入学）、2、3 年（秋入学）：高

校在籍期間中全ての成績証明書～直近の成績証明

書まで提出（例年提出漏れが多いのでご注意下さ

い。） 
 

 
7  研究実績 

8 研究計画書 

 

 
⑦ 

⑧ 

 

 
大学院生のみ作成、日本語 ワープロ可（資料Ⅱ

参照） 

・本学用様式を送付します。 

・できるだけ送付様式を使用ください。 

・任意に作成する場合は、資料Ⅱの記入要領に留

意し A4 紙 1 枚に作成すること 
 

 
9  在学証明書 

 
 
新入・編入等の場合は「合格証明書」又は「合格

通知書」(コピー可) 
 

 

 

 

 
 
提出書類 学部生  1～3、5、6、9 

大学院生（修士） 1～3、5～9 

大学院生（博士） 1～9 

※2016 年 4 月期奨学生の応募については、財団募集要項中 2015 年 10 月の表記を 2016 年 4 月と読み替えてく

ださい。 

※部局において推薦状の内容を確認する必要がある場合は、それぞれ取扱いを考慮されるようお願いします。 

※申請書類は全て自筆で黒ボールペン（フリクションは不可）を使用し、日本語で記入願います。 

※成績証明書（原本）以外の提出書類は、全てＡ4 片面で提出願います。 



留学生の皆さま 

奨学金申請書の書き方、及び面接を受ける際の心得について 

 

奨学金申請書類について 

 ・項目は全て記入すること。 

  （特に記入することがない欄にも「なし」金額なら「０」等記入して下さい。） 

 ・学部・研究科名は省略しないこと。 

 ・黒ボールペンで記入すること。（消えるボールペンは使用しないこと。） 

 ・事実に従って記入すること。（収入・支出について（見込みの場合は除く）） 

 ・わからない所は、指導教員または各奨学金担当部局担当係に問い合せ願います。 

 ・申請書の本人記入欄については、相手方に失礼のないように、少なくても枠内の 5～8

割は記入するようにして下さい。 

・最後に記入・提出書類の漏れがないか再度確認して下さい。留学生の皆さまが作成さ

れた書類で採否が判定されますので、内容が相手にしっかり伝わるよう明確に記入し

て下さい。申請書に事実に反することが書いてあると判定に不利となりますので十分

注意して下さい。 

・継続申請の際は、新たに願書を作成し前回のものを流用しないこと。 

面接について 

 ・第一印象はとても重要です。最初と最後のあいさつはきちんとしましょう。また面接

に相応しい服装（スーツ（ジーンズ厳禁）、男性はネクタイ着用）で臨みましょう。 

 ・想定される質問（自己紹介、日本留学の理由、何を勉強・研究しているか、奨学金の

使い方等）の練習をしましょう。 

  奨学金申請書類は事前にコピーをとり、記載した内容についてはしっかり答えられる

ようにして下さい。たとえ難しい質問でも日本語の間違いを恐れず、一所懸命に自分

のことを伝えましょう。 

 ・面接会場の事前確認をし、集合時刻の遅くとも５分前には会場に着くようにしましょ

う。 

 ・持ち物 

奨学金申請書類のコピー、筆記用具、手帳やノート、学生証、在留カード、ハンカチ、

ポケットティッシュ（その他必要と思えるもの） 

 

採用後の心得について 

 

手紙・Ｅメールの出し方について 

 ・すぐにお礼の手紙（またはＥメール）を出して下さい。 

 ・Ｅメールで連絡する場合は、用件のみではなくあいさつ・近況報告など相手に失礼の



ないよう注意しましょう。 

その他 

 ・交流会等財団が主催する会には必ず出席して下さい。 

・問い合わせがあった場合は、自分の都合だけを考えず相手の立場にたち丁寧な対応を

心がけましょう。 

・総長特別奨学生で民間奨学金に採用された方は、授業料免除申請ができない場合があ

るので、必ず各学部研究科奨学金担当係に確認して下さい。 

・留学生本人が直接応募または継続受給を希望し採用された場合は、その旨所属する部

局の奨学金担当係へ必ず連絡して下さい。 

 

皆さまは奨学財団にとって東北大学の代表者であることを自覚し、相手に失礼

のない態度を心がけて下さい。 

 

東北大学 

教育・学生支援部 留学生課 

国際教育係 


























